
分散型遠方監視装置
ET3000シリーズ

カタログ



増え続ける現場設備
気候変動により頻発化する河川氾濫、高波に備えるゲート設備。
ブラックアウトに備える非常用発電機やバッテリー設備。
カーボンニュートラルにむけた再生可能エネルギーを利用した発電設備。
持続可能な社会の実現のために社会インフラ設備は増え続けている。

一方でこうした社会インフラ設備は、関係法令により保全のルールが規定されている。
厳格化するレギュレーションに、人手による対応は限界を迎えている。



ET3031A-S1
コントロール部

アンリツの分散型遠方監視システムが
現場設備保全の省力化を
導入・運用コストを抑えてサポートします

ET301[ ] A-S1シリーズ ET3002A
リモートIO



課 題

設備監視が十分にできていない

安全安心のインフラ設備監視体制を構築したい

▶ 人的な定期点検のリソースが不足しており、事後保全になっている

▶ 遠隔監視システムを導入したいが、集中監視サーバは初期導入・運用コストがかかる

▶ 監視対象設備が増加した場合に効率よくシステムを拡張したい

▶ ネットワークにつなぐと、サイバー攻撃のリスクが不安



見える化で省人・省力化

ソリュー ション

個別監視連携方式でコスト低減

多彩なインターフェース

安全安心のセキュリティ対策

独自開発のデータ連携機能により、現場設備全体の監視状況をWebブラウザ上で把握できます。
現場に臨場点検に行く必要もありません。
監視画面のカスタマイズにより監視業務の省力化に貢献します。

集中監視サーバ不要の個別監視連携方式を採用。１台から監視システムを構築でき、柔軟に拡張できます。
組込OS搭載により、OSアップデートにかかる運用コストを抑制します。

お客様の環境に合わせてシステムを柔軟に構築できます。
小型軽量の端末装置は、設置スペースの確保が容易です。
多彩な端末インタフェースを用意しているので、多種多様な現場設備を監視できます。
周辺にネットワークのない環境でも無線通信装置等と組み合わせて提案できます。
お使いの既存システムとインターフェース連携させることができます。

セキュリティソフトを内蔵しており、サイバー攻撃からシステムを防御し、インフラ設備への被害を防ぎます。
あらかじめ安全な対象をリストへ定義する、セーフリスト方式を採用しています。



テ クノロ ジ ー

個別監視連携方式

既存設備や上位装置との連携

・端末装置が他の端末装置とメッシュ通信し、自装置が保有する監視データを他装置と相互に共有
・装置それぞれにアクセスすることなく一括で設備状態を把握
・データ保全性が高まり、不慮のトラブルにも強い

・SNMPトラップ機能により既存設備と連携し、メール通知や警報通知を受取可能
・JSON形式によって上位装置と連携し、表示をカスタマイズ可能

GIS

ブラウザ一括・警報通知

警報通知

注意灯（オプション）

メール通知

SNMPトラップ機能
（既存装置）

!

上位システム連携
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簡潔で見やすいWebブラウザ画面

カスタマイズ対応

・デマンド値表示、PLC（Programmable Logic Controller）対応、GIS連携、既設システムとの連携などカスタマイズ可能

・各設備の状態を既設PCのWebブラウザを介して一括監視

一括警報一覧表示

信号履歴表示

信号詳細一覧表示
・各現場設備の警報発生状況を一覧形式で表示
・システム全体での警報発生状況を確認可能

・現場設備毎の各信号状態を一覧形式で表示
・警報内容の詳細等を確認可能

・信号発生・復旧等の信号の履歴情報を表示

アンリツ設備 設備一覧表示画面

Point

Point

9:00 9:30
10:00

18:00

＜装置名称 01＞設備05（RIO監視・制御・計測）

アンリツ設備 信号履歴表示



ユースケース

自家用電気工作物の遠隔監視

樋門・樋管、フラップゲートの状態監視

管理者

分散型遠方監視装置 水位計IFで多く
採用のBCD信号
にも対応

ゲートB

リモートIO

水位センサ

リモートIO

ゲートC
リモートIO

ゲートA
ゲート状態
広域監視

ゴミ詰まり等による
ゲート状態異常

監
視

既設PCのブラウザ

設備B

管理者

既設PCのブラウザ

受変電・発電機設備A

遠隔監視化

分散型遠方監視装置 リモートIO

設備C 設備D

6600V
受変電盤

10kW以上
非常用

発電装置

監視・計測

Point

Point

➡ 消費電力デマンド値の継続的監視によりピークカットし、省エネを実現

・電気事業法の自家用電気工作物に該当する6600V受変電設備ならびに出力10kW以上の非常用発電装置の遠隔監視制御・計測
・各種電力計器からのアナログ信号やパルス信号を演算処理し、デマンド値や発電積算時間を算出（PLCによるカスタマイズ対応）

➡ 人手によって現場設備を確認していたインフラ設備の遠隔監視を実現

・広域多地点に設置されたゲート状態や水位情報の遠隔監視・計測
・フラップゲートでは、開角度計測用センサからのアナログ入力信号を演算処理し、計測角度と開閉角度設定からゲートの不完全閉塞状態の
  判定を行う（PLCによるカスタマイズ対応）



GISと連携した設備監視

既存監視システムを補完するサブシステム
管理者

既存監視システムには取り込ん
でいない信号を監視既設PCのブラウザ

YY設備  故障発生！
故障内容は？

今すぐ対応すべき？

既設監視システム

監視対象設備

XX設備 YY設備

分散型遠方監視装置

既存現場端末装置

詳細信号

一括信号

サブシステムで
詳細情報確認が
可能に!

サ
ブ
シ
ス
テ
ム

監視

監視

Point

Point

➡ 広域に展開するインフラ設備を面的に監視
・トンネルの各監視対象設備にリモートIOを設置し、設備の監視情報を集約
・緯度経度情報を加えてGISへ配信

➡ 警報発生時に装置状態を詳細に把握でき、適切な一次保全が可能に

・既存監視システムに取り込んでいない信号を監視するサブシステムとして導入
・監視対象設備からの情報が一括のため、既存の監視システムでは警報しかなかった

各監視対象設備に
リモートIOを設置

管理者

既設PCのブラウザ

情報配信

ネットワーク
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トンネル内

トンネル
電機室

監視・制御

分散型遠方監視装置

設備監視

広域監視化

監視センター
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携
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他機関 他システム



監視・制御

最大
16台接続

設備1 設備16

・16設備までの一括警報監視例（基本構成）

コントロール部

コントロール部

コントロール部
リモートIOリモートIO

リモートIO リモートIO

リモートIO リモートIO

● システム構成例
・最大64設備までの一括警報監視例

最大64設備の
データ連携

最大64設備の
データ連携

設備33 設備48 設備49 設備64

設備1 設備16 設備17 設備32

!!

監視・制御



リモートIO

コントロール部

コントロール部

コントロール部制御モデル

リモートIO リモートIO

最大64設備の
データ連携

最大64設備の
データ連携

設備33 設備48 設備49 設備64

エリア1
設備1 設備16 設備17 設備32

・最大256設備までの一括監視例

手のひらサイズ着脱しやすい機構

データ連携

監視・制御

・特性に応じた最適なシステム構築（例）

設備4 設備6

設備3

設備1 設備2

監視・制御

監視・制御

設備5

エリア2

64設備64設備

エリア3

64設備64設備

エリア4

64設備64設備 コントロール部＋リモートIO制御モデル装置障害にともなう
システム停止の範囲

経済性
小 大
低 高
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